
記載例１　　　　新規申込み「一般財形」

（別記様式第２号）

御中

　マエバシシ オオテマチ
（〒 － ） 自　 宅　（ ） －

勤務先　（ ） －
カ
ナ

ア カ キ ゛ タ ロ ウ

漢
字 赤城 太郎 ○ ○ １ ０ ２ ８

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ７ ７ ７ ７ ７ 満 歳

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

1 0 千円 千円 千円

0 千円 千円 千円

１２月 3 0 千円 １２月 千円 １２月 千円

Ｂ．７年間 　Ｃ．１０年間 　Ｄ．１５年間

Ｆ．その他（　　　　　　）年間

　 Ｇ．６年 Ｈ．１０年 　Ｉ．１５年
　 Ｊ．１０年保証定額 Ｋ．１０年保証逓増
　取扱機関名 店名 預入口座番号 財形年金・財形住宅の場合

記入してください。
　生保の場合 ↓

年間　　　１回　　　４回

財産形成非課税年金貯蓄申告書
＜記入方法等＞ 財産形成非課税住宅貯蓄申告書 平成　　　年　　　月　　　日

税務署長　殿

1 届出印の押印は年金・住宅財形は 届出印

１０か所、一般財形は５か所です。

2 勤務先の長の印の押印は右上４か所
です。ただし、申告書の※欄に記入し
た場合は、右下４か所にも押印してく

ださい。 所在地 百万 万 千 円

0 0 0 0
3 非課税最高限度額は財形年金と財

形住宅合わせて５５０万円以下にな
るように記入してください。

0 0 0 0
所在地 勤務先の長の印

4 記入はボールペンで強めに、届出
印は鮮明に押してください。 所在地前橋市大手町一丁目１番１号 法人番号

７００００２０１００００５

　※欄に記載した事項は事実に相違ありません。　　平成　　　年　　　月　　　日
新教５/１　28.8

※１．２．３枚目を福利課へ提出してください。
　 ４枚目は所属保管用、５枚目は本人控えです。

固定電話がない場合は、
携帯番号を記入する。

１．一般財形

住　　所

開始

※万一未記
入の場合に
は、　０円とし
て処理しま
す。

２．財形年金

毎　　　月

期末
勤勉
手当

６月

控除預入額

開始日

平成　　　年　　　月

生保の場合　　　　　　　歳の契約応当日

積　立

開始日 （積立期間５年以上）

　　　　平成　　　年　　　月　　　日から
（受取日は各金融機関所定の方法による）

平成　○○　年　１２　月 受取

毎　　　月

３．財形住宅

控除預入額

積立期間

平成　　年　　月から
平成　　年　　月まで

積　立

生保の場合　　　　歳
の契約応当日の前月

まで

信託・損保

貯蓄の種類

期末
勤勉
手当

毎　　　月

６月

控除預入額

住宅取得費が同貯蓄払
戻によっても満たない場
合は、金融機関等から借
入することを予定してい

ます。

期末
勤勉
手当

３．前厚型

６月

業態

労金・信組

３７１

（積立期間３年以上）

普銀・信金

８５７０

受取方法
１．定額型

所属コード

金融機関
コード

所属名

契約取扱
金融機関

職員番号

氏名

年金貯蓄

住宅貯蓄
群馬県教職員財産形成

フリガナ

２．逓増型

新規

勤務先の長の印
（所属長確認印）

（金 融 機 関 用）

銀　　　行・信用金庫・労働金庫
信用組合・保険会社・信託銀行

支店
支社

Ａ．５年間

支店支社
コード

○○小学校

Ｅ．２０年間

受取期間
借入

非課税限度額

勤務先

フリガナ

最高限度額

貯蓄の種別受入機関の営業所等 最高限度額

0 千円

賃金の支払者

区分

住所

名称

名称

申告をする
最高限度額
※すでに非課
税扱いの申

名称

生命保険
１．確定年金型
２．終身年金型

年  金  受  取 指 定 口 座

氏名

告をしている

預　　　貯　　　金

合 同 運 用 信 託
生命保険の保険料
損害保険の保険料

非課税扱いの

名称

特に職員番
号は、誤りの
ないよう確認
し、正しく記入
する。

※職員番号を誤
ると、別の人か
ら控除されてし
まいます！

連絡先電話番号

届
出
印

赤
城 昭和　　２

平成　　３

△△△ □□□

※
申
込
書
兼
印
鑑
届
は
一
般
・
年
金
・
住
宅
財
形
ご
と
に
一
枚
必
要
で
す
。

方法

当該年度の
１２月と記入
する。

記入不要。

所属長は内
容を確認のう
え、１．３．４
及び５枚目に
所属長印（公
印）を押す。

届出印は１～
５枚目まで、
もれなく押
す。

控除を希望す
る金額（千円
の整数倍）を
記入する。

引き落としを
しない欄にも
必ず「０」を記
入し、空欄の
ないように記
入する。

年　 金 　受　 取　 回　 数

個人番号

太線の枠内
は、すべての
項目に記入
する。

申込書兼印鑑届

○○
性
別

男　・　女

生　年　月　日

（いずれかを○で囲む）

平成　○○ 年 ○○月 ○○日

一般貯蓄

群馬県教育委員会教育長

【誤りの訂正方法】
該当箇所を二本線で消し、必ず届出印にて
訂正印を押してください。

前橋市大手町１－１－１
０２７ ２２３ １１１１
０２７ ○○○ ○○○○

届出日を記入する。

教

○○○

小学校

長の印



記載例２　　　　新規申込み「財形年金」
※下の申告書欄に個人番号を記入してください！

（別記様式第２号）

御中

　マエバシシ オオテマチ
（〒 － ） 自　 宅　（ ） －

勤務先　（ ） －
カ
ナ

ア カ キ ゛ タ ロ ウ

漢
字 赤城 太郎 ○ ○ １ ０ ２ ８

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ７ ７ ７ ７ ７ 満 歳

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

千円 0 千円 千円

千円 1 0 千円 千円

１２月 千円 １２月 5 千円 １２月 千円

Ｂ．７年間 　Ｃ．１０年間 　Ｄ．１５年間

Ｆ．その他（　　　　　　）年間

　 Ｇ．６年 Ｈ．１０年 　Ｉ．１５年
　 Ｊ．１０年保証定額 Ｋ．１０年保証逓増
　取扱機関名 店名 預入口座番号 財形年金・財形住宅の場合

○○銀行 ○○支店 （普）０００００００ 記入してください。
　生保の場合 ↓

年間　　　１回　　　４回

財産形成非課税年金貯蓄申告書
＜記入方法等＞  財産形成非課税住宅貯蓄申告書 平成 ○○年○○月○○日

税務署長　殿

1 届出印の押印は年金・住宅財形は 　アカギ　　　　タロウ 個人番号 届出印

１０か所、一般財形は５か所です。 　赤城　　太郎

2 勤務先の長の印の押印は右上４か所
です。ただし、申告書の※欄に記入し
た場合は、右下４か所にも押印してく

ださい。 所在地□□市　□□町　１２３－４ 百万 万 千 円

2 0 0 0 0 0 0
3 非課税最高限度額は財形年金と財

形住宅合わせて５５０万円以下にな
るように記入してください。

3 5 0 0 0 0 0
所在地○○市○○町　○－○－○ 勤務先の長の印

4 記入はボールペンで強めに、届出 ○○市立○○学校
印は鮮明に押してください。 所在地 法人番号

７００００２０１００００５

　※欄に記載した事項は事実に相違ありません。　　平成 ○○年○○月○○日
新教５/１　28.8

　　また、個人番号を記載した場合、必ず「送付状」（福利ネット掲載の様式）を提出してください
※１．２．３枚目を福利課へ提出してください　 ４枚目は所属保管用、５枚目は本人控えです

群馬県教育委員会教育長
前橋市大手町一丁目１番１号

※欄に記入し
た場合、所属
長は内容を確
認のうえ、１．
３．４及び５枚
目に所属長印
（公印）を押
す。

固定電話がない場合は、
携帯番号を記入する。

届出日を記入する。

押印日を記入する。

所属長は内容
を確認のうえ、
１．３．４及び５
枚目に所属長
印（公印）を押
す。

届出印は１～
５枚目まで、も
れなく押す。

住宅取得費が同貯蓄払
戻によっても満たない場
合は、金融機関等から借
入することを予定してい

ます。

届出日を記入する。

普銀・信金・信
組・労金は、６ヶ
月以上５年以内
信託は、３ヶ月以
上５年以内。

２．逓増型

※万一未記入
の場合には、
０円として処理
します。

６０歳以降でか
つ最終積立日
から所定の据
え置き期間を
経過した日を
記入する。

※据え置き期間
とは、最終積立
日から受取開始
日までの期間を
いう。

※
申
込
書
兼
印
鑑
届
は
一
般
・
年
金
・
住
宅
財
形
ご
と
に
一
枚
必
要
で
す
。

契約取扱
金融機関

業態

控除を希望す
る金額（千円
の整数倍）を
記入する。

引き落としをし
ない欄にも、
必ず「０」を記
入し、空欄の
ないように記
入する。

受取方法
１．定額型

生命保険
１．確定年金型
２．終身年金型

年  金  受  取 指 定 口 座

信託・損保

期末
勤勉
手当

６月

（積立期間３年以上）

平成　　　年　　　月

生保の場合　　　　　　　歳の契約応当日

積　立

開始日

積　立

開始日

期末
勤勉
手当

太線の枠内
は、すべての
項目に記入す
る。

特に職員番号
は、誤りのない
よう確認し、正
しく記入する。

※職員番号を誤
ると、別の人から
控除されてしまい
ます！

連絡先電話番号

昭和　　２
平成　　３

生　年　月　日

支店支社
コード

毎　　　月

貯蓄の種類

期末
勤勉
手当

６月

積立期間

生保の場合　　　　歳の
契約応当日の前月まで

普銀・信金
労金・信組

６月

0

生命保険の保険料

　前橋市大手町１－１－１

2

預　　　貯　　　金

控除預入額 控除預入額

赤
城

氏名

合 同 運 用 信 託

方法

損害保険の保険料

最高限度額

申告をする

非課税扱いの

住所

0

○ ○

0

３．前厚型

名称

最高限度額

区分 受入機関の営業所等

非課税限度額

告をしている

※すでに非課

年　 金 　受　 取　 回　 数

フリガナ

氏名

フリガナ

住　　所

Ａ．５年間

Ｅ．２０年間

受取

開始

受取期間

職員番号 所属コード

銀　　　行・信用金庫・労働金庫
信用組合・保険会社・信託銀行

支店
支社

一般貯蓄

年金貯蓄

住宅貯蓄

所属名

□□□

新規

勤務先の長の印
（所属長確認印）

（金　融　機　関 用）

平成　○○ 年 ○○月 ○○日

申込書兼印鑑届

（いずれかを○で囲む）

群馬県教職員財産形成

１．一般財形

平成　　　年　　　月
　　　　平成　○　年　１０　月　１　日から
（受取日は各金融機関所定の方法による）

当該年度の
１２月と記入す
る。
最終積立日は
５５歳以上とな
る年月で、か
つ積立期間が
５年以上とな
るよう記入す
る。

毎　　　月

２．財形年金

控除預入額

平成 ○年１２月から
平成 ○ 年　３月まで

毎　　　月

借入

貯蓄の種別

賃金の支払者

名称

名称

最高限度額
△△銀行　□□支店

＊＊銀行　＊＊支店

勤務先

税扱いの申
名称

１１１１
０２７ ○○○ ○○○○

金融機関
コード

○ ○ ○
届出印は１～
５枚目まで、も
れなく押す。

今回新規に設
定する金額を
記入する。

（積立期間５年以上）

千円

３．財形住宅

○ ○ ○

３７１ ８５７０
前橋市大手町１－１－１

０２７ ２２３

赤
城

届
出
印

すでに契約している財形住宅、あるいは今回新規で同時に申込
みをする財形住宅の金融機関名及び非課税限度額を記入する。

両方あわせて５５０万円を超えることはできません。
個人番号を記入する

【誤りの訂正方法】
該当箇所を二本線で消し、必ず届出印にて
訂正印を押してください。

○○小学校 ○○
性
別

男　・　女

△△△

○

教

○○○

小学校

長の印

○○○

小学校

長の印

※欄



記載例３　　　　新規申込み「財形住宅」
※下の申告書欄に個人番号を記入してください！

（別記様式第２号）

御中

　マエバシシ オオテマチ
（〒 － ） 自　 宅　（ ） －

勤務先　（ ） －
カ
ナ

ア カ キ ゛ タ ロ ウ

漢
字 赤城 太郎 ○ ○ １ ０ ２ ８

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ７ ７ ７ ７ ７ 満 歳

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

千円 千円 1 0 千円

千円 千円 5 千円

１２月 千円 １２月 千円 １２月 0 千円

Ｂ．７年間 　Ｃ．１０年間 　Ｄ．１５年間

Ｆ．その他（　　　　　　）年間

　 Ｇ．６年 Ｈ．１０年 　Ｉ．１５年
　 Ｊ．１０年保証定額 Ｋ．１０年保証逓増
　取扱機関名 店名 預入口座番号 財形年金・財形住宅の場合

記入してください。
　生保の場合 ↓

年間　　　１回　　　４回

 財産形成非課税年金貯蓄申告書
＜記入方法等＞ 財産形成非課税住宅貯蓄申告書 平成 ○○年○○月○○日

税務署長　殿

1 届出印の押印は年金・住宅財形は 　アカギ　　　　タロウ 個人番号 届出印

１０か所、一般財形は５か所です。 　赤城　　太郎

2 勤務先の長の印の押印は右上４か所
です。ただし、申告書の※欄に記入し
た場合は、右下４か所にも押印してく

ださい。 所在地□□市　□□町　１２３－４ 百万 万 千 円

3 5 0 0 0 0 0
3 非課税最高限度額は財形年金と財

形住宅合わせて５５０万円以下にな
るように記入してください。

2 0 0 0 0 0 0
所在地○○市○○町　○－○－○ 勤務先の長の印

4 記入はボールペンで強めに、届出 ○○市立○○学校
印は鮮明に押してください。 所在地 法人番号

７００００２０１００００５

　※欄に記載した事項は事実に相違ありません。　　平成 ○○年○○月○○日
新教５/１　28.8

　　また、個人番号を記載した場合、必ず「送付状」（福利ネット掲載の様式）を提出してください

※欄に記入し
た場合、所属
長は内容を確
認のうえ、１．
３．４及び５枚
目に所属長印
（公印）を押
す。すでに契約している財形住宅、あるいは今回新規で同時に申込

みをする財形住宅の金融機関名及び非課税限度額を記入する。
両方あわせて５５０万円を超えることはできません。

※１．２．３枚目を福利課へ提出してください　 ４枚目は所属保管用、５枚目は本人控えです

押印日を記入する。

届出印は１～
５枚目まで、も
れなく押す。

届出日を記入する。

合 同 運 用 信 託
生命保険の保険料

赤
城

最高限度額

○ ○ ○

固定電話がない場合は、
携帯番号を記入する。

引き落としをし
ない欄にも
必ず「０」を記
入し、空欄の
ないように記
入する。

※万一未記入
の場合には、
０円として処
理します。

＊＊銀行　＊＊支店

今回新規に設
定する金額を
記入する。

貯蓄の種別受入機関の営業所等

△△銀行　□□支店

名称

特に職員番
号は、誤り
のないよう
確認し、正し
く記入する。

当該年度の
１２月と記入す
る。

非課税限度額 3 5

積　立

開始日 開始日

千円

Ａ．５年間

損害保険の保険料

賃金の支払者

名称

名称

申告をする

告をしている

勤務先

前橋市大手町一丁目１番１号
群馬県教育委員会教育長

フリガナ

　前橋市大手町１－１－１

最高限度額

○氏名

※すでに非課

○ ○ ○ ○

平成　　　年　　　月

（積立期間３年以上） 生保の場合　　　　　　　歳の契約応当日

積　立受取

最高限度額

名称

開始

信託・損保

労金・信組

６月

控除預入額 控除預入額

期末
勤勉
手当

生保の場合　　　　歳
の契約応当日の前月

まで

毎　　　月

６月６月

※
申
込
書
兼
印
鑑
届
は
一
般
・
年
金
・
住
宅
財
形
ご
と
に
一
枚
必
要
で
す
。

契約取扱
金融機関

職員番号

氏名

フリガナ

住　　所

業態
普銀・信金

期末
勤勉
手当

毎　　　月

新規

勤務先の長の印
（所属長確認印）

（金　融　機　関 用）

昭和　　２
平成　　３

生　年　月　日

（いずれかを○で囲む）

平成　○○ 年 ○○月 ○○日

一般貯蓄

年金貯蓄

住宅貯蓄
群馬県教職員財産形成 申込書兼印鑑届

税扱いの申

方法

生命保険
１．確定年金型
２．終身年金型

年  金  受  取 指 定 口 座

年　 金 　受　 取　 回　 数

Ｅ．２０年間

非課税扱いの

区分

住所

届出日を記入する。

太線の枠内
は、すべて
の項目に記
入する。

※職員番号を
誤ると、別の人
から控除され
てしまいま
す！

連絡先電話番号

届
出
印

受取期間

銀　　　行・信用金庫・労働金庫
信用組合・保険会社・信託銀行

毎　　　月

所属長は内容
を確認のうえ、
１．３．４及び５
枚目に所属長
印（公印）を押
す。

届出印は１～
５枚目まで、も
れなく押す。

受取方法

０２７ ２２３ １１１１
０２７

２．財形年金

積立期間

平成　 　年　　月から
平成 　　年　　月まで

３．前厚型

１．一般財形 ３．財形住宅

支店
支社

所属コード

３７１

期末
勤勉
手当

　　　　平成　　　年　　　月　　　日から
（受取日は各金融機関所定の方法による）

８５７０

控除預入額

赤
城

□□□

所属名

金融機関
コード

１．定額型

控除を希望す
る金額（千円
の整数倍）を
記入する。

借入

住宅取得費が同貯蓄払
戻によっても満たない場
合は、金融機関等から借
入することを予定してい

ます。

２．逓増型

（積立期間５年以上）

貯蓄の種類

平成○○年　１２　月

個人番号を記入する

0 0

○

預　　　貯　　　金

【誤りの訂正方法】
該当箇所を二本線で消し、必ず届出印にて訂
正印を押してください。

○○小学校 ○○
性
別

男　・　女

△△△ 支店支社
コード

○○○ ○○○○前橋市大手町１－１－１

教

○○○

小学校

長の印

○○○

小学校

※欄


